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議会だより

第１６号 令和４年２月発行

ウメバチソウ（梅鉢草） 「ニシキギ科 ウメバチソウ属」

分布：北半球に広くみられ、日本では北海道～九州に分布
日当たりのよい湿地や小川のそば、山地の水がしみでるような斜面にみられる多年草。
根出葉は柄がありハート形で、高さ10～30cm。花期は８～１１月で、茎先に白い２～３cmの
５弁花を上向きに１輪つける。花弁には緑色の脈が目立ち、花の中央に雄しべが５本ある。
名前の由来は、花の様子を家紋の「梅鉢」に見立てたもの。

撮影は11月下旬産山区村道法面で、撮影したものです。

産山で見られる山野の花 Ⅳ
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令和３年12月定例会

令和3年第14回定例会が12月8日から14日まで開催され、村からの上程議案14議案、議会
からの上程議案2議案の16議案が審議され、全会一致で可決しました。

令和3年度一般会計補正予算（7号、8号）

補正予算1,021万円が減額され、総額24億9,429万円に

■ 主な歳出

〇議会費 △９３万円
〇総務費 △５１２万円
〇民生費 １，７８１万円
〇衛生費 ２５５万円
〇農林水産業費 ３５１万円
〇商工費 △４７５万円
〇土木費 △５０万円
〇教育費 △６３６万円
〇災害復旧費 △２，１４６万円
〇諸支出金 ５０４万円

■ 主な歳入

〇地方譲与税 １５４万円
〇分担金及び負担金 ２１３万円
〇国庫支出金 ２，１３３万円
〇県支出金 △４２２万円
〇寄附金 ７００万円
〇繰入金 △３，７３７万円
〇諸収入 ３０８万円
〇村債 △３７０万円

令和3年度各特別会計補正予算

会 計 名 補 正 額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

国民健康保険特
別会計（第2号） ２，０２５万円 ２億４，８３８万円

歳入においては保険給付費等交付金の増額
歳出においては、一般保険者医療費の増額

簡易水道事業特
別会計（第2号） ８１万円 ３，２３６万円 前年度の水道使用料消費税の確定に伴う

もの

診療所特別会計
（第2号）

２３万円 ６，３０２万円 ３回目コロナワクチン接種に伴うものや
一般会計繰入金の減額によるもの

風力発電事業特
別会計（第2号） １３３万円 １，６６５万円 11月までの当初予算に12月以降の売電契約

分を増額

（＊万円以下は、端数調整）

（＊万円以下は、端数調整）



12月定例会（主な議決事項）

子育て世帯臨時特別給付金

1,920万円

新型コロナウイルスワクチン接種委託

457万円

第３回目の新型コロナワクチン接種に伴い、接種

費用及び各種健康管理システムを改修

（国100％）

農地集積交付金

550万円

上田尻地区が本村２例目の農事組合法人を設立し、

活動支援として農地集積面積１反当り２万円を交

付（県100％）

農地災害復旧工事

560万円

その他主な議案
〇報告第6号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告

要旨 「株式会社うぶやま」の7月から9月の経営状況が報告され、引き続き新型コロナや長雨等の影響により

営業実績が思うように上がらない旨の報告がされた。

〇議案第59号 村有地の払下げ

要旨 村有地約9.2haの払下げ申請があった。（払下げ箇所 大字田尻字戸屋ノ尾5筆・大字山鹿字石田1筆

大字山鹿字竹ノ屋所3筆）

〇議案第60号 村長等の損害賠償責任の一部免除に関する条例の制定

要旨 村に損害賠償が請求された場合に村長以下職員、各種委員に重大な過失がない場合に一部免除する旨の条例

〇議案第61号 産山村過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する

条例の制定

要旨 令和3年から新たな過疎法が国において制定され、それに伴い本村過疎計画にて行う各種事業で取得する家屋

及び償却資産を課税免除する旨の条例（施行期間は令和3年4月１日から令和6年3月31日までの時限立法）
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令和3年度に発生した農地災害について復旧する

もの（国にて補助率確定後決定 残事業費につ

いては、申請者負担）

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、子育て世帯

に１人当たり１０万円を給付

（国100％ 対象外者には村100％）



〇議案第62号 産山村税条例の一部を改正する条例

要旨 国の法改正により、扶養親族の内容が明記されたことによる条例改正

〇議案第63号 産山村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

要旨 国の法改正により、明記されていなかった「基礎課税額」が追加されたことによる条例改正

〇議案第64号 産山村特定優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例

要旨 片俣団地12号棟が令和3年度内に完成するため、当該住宅を追加する条例改正

〇議案第65号 上止り山団地村営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

要旨 ヒゴタイハイツ（単身住宅）2号棟(10戸）が令和3年度内に完成するため、当該住宅を追加する条例改正

12 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
問
】

教
育
関
係
へ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
は
可
能
か
。

【
問
】

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
交
付
金
に
つ
い
て

国
は
10
万
円
の
う
ち
、
5
万
円
が
現
金
、
残

り
を
ク
ー
ポ
ン
で
原
則
交
付
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
現
金
全
額
支
給
も
可
能
と
い
う
こ

と
で
、
本
村
で
は
現
金
で
交
付
す
る
の
か
。

【
問
】

農
地
集
積
交
付
金
10
a
反
当
り
２
万
円
が

給
付
さ
れ
る
が
、
交
付
金
は
受
け
手
に
い
く

の
か
、
出
し
手
に
い
く
の
か
。

【
問
】

後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
返
還
の
内
容
は
。

補
正
予
算
か
ら
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【
答
】

協
力
隊
の
望
む
職
種
と
合
致
す
る
な
ら
ば
、

可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

【
答
】

村
と
し
て
は
、
全
額
現
金
で
交
付
し
た
い
。

【
答
】

本
交
付
金
は
、
１
回
限
り
の
交
付
金
で
、

組
合
活
動
費
や
機
械
購
入
費
と
し
て
法
人
に

交
付
さ
れ
る
。

【
問
】

観
光
施
設
ト
イ
レ
の
改
修
場
所
は
ど
こ
か
。

【
問
】

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

て
い
る
が
、
村
の
負
担
に
つ
い
て
毎
月
一
般
会

計
か
ら
負
担
し
て
お
り
、
前
年
度
の
最
終
清
算

金
で
あ
る
。

【
答
】

ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
の
管
理
棟
及
び

テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
ト
イ
レ
改
修
を
予
定
。

【
答
】

12
月
か
ら
医
療
関
係
者
の
接
種
を
行
い
、
前

回
の
接
種
か
ら
８
ケ
月
を
目
安
に
行
う
予
定
で

あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
誌
等
で
周
知
を

行
う
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
入
手
状
況
に
よ
り
計
画

し
て
い
く
。

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
と
モ
デ
ル
ナ
の
交
互
接
種
と
な
る
。

な
お
、
１
、
２
回
の
接
種
を
さ
れ
て
い
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
役
場
に
申
し
込
ん
で
頂
く
形

で
、
３
回
目
の
方
に
つ
い
て
は
、
希
望
調
査
表

を
送
付
し
、
意
向
を
聞
い
て
か
ら
の
接
種
と
な

る
。

【
答
】

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
県
単
位
化
さ
れ
て

お
り
、
保
険
料
の
納
付
を
特
別
会
計
で
行
っ
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１２月定例会上程議案

議案番号 議 案 名 審議結果

報告第6号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告（令和3年度第2四半期）について 報 告

議案第59号 村有地の払下げについて 可 決

議案第60号 村長等の損害賠償責任の一部免除に関する条例の制定について 可 決

議案第61号
産山村過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定

資産の課税免除に関する条例の制定について
可 決

議案第62号 産山村税条例の一部を改正する条例について 可 決

議案第63号 産山村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可 決

議案第64号 産山村特定優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例について 可 決

議案第65号
上止り山団地村営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について
可 決

議案第66号 令和3年度産山村一般会計歳入歳出補正予算（第7号）について 可 決

議案第67号
令和3年度産山村国民健康保険特別会計歳入歳出補正予算（第2号）

について
可 決

議案第68号
令和3年度産山村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第2号）

について
可 決

議案第69号 令和3年度産山村診療所特別会計歳入歳出補正予算（第2号）について 可 決

議案第70号
令和3年度産山村風力発電事業特別会計歳入歳出補正予算（第2号）

について
可 決

― 熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 可 決

― 産山村選挙管理委員及び補充員の選挙について 可 決

議案第71号 令和3年度産山村一般会計歳入歳出補正予算（第8号）について 可 決

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について

令和３年１１月２９日の任期満了に伴い、熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙

が行われ、前議員であった産山村長市原正文氏が再選されました。

なお、熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員については、熊本県下の市町村から１名

づつが選任され、任期は、令和７年１１月１９日までの４年間となります。

令和３年第13回臨時会

令和3年第13回臨時会が11月11日開催され、条例議案1議案を審議し、全会一致で可決した。

議案第58号 産山村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 国の人事院勧告に基づき、一般職員の給与の期末手当を減額改定するもの。
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令和３年第15回臨時会

令和3年第15回臨時会が12月20日開催され、産山村選挙管理委員の選挙が行われました。

結果については、令和3年第14回の選挙と併せて下記の結果となりました。

選挙管理委員 髙橋 達雄氏・井 義實氏

佐藤 孝司氏・河野 武雄氏

選挙管理委員会 佐伯 博也氏・井 史生氏

補 充 員 髙橋 祐一氏・井 隆博氏
高橋達雄 佐藤孝司

井 義實 河野武雄

令和4年1回臨時会

令和4年第1回臨時会が1月19日開催され、予算議案1議案を審議し、全会一致で可決しました。

令和3年度一般会計補正予算（9号）

補正予算3,160万円が増額され、総額25億2,589万円に

〇ふるさと納税寄附金の増額

主な補正予算

〇臨時特別給付金

要旨 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、住民非課税世帯等に対して、１世帯当

たり10万円を現金給付（国100％）

要旨 本年度ふるさと納税が12月で2,000万円を超えため、それに伴い500万円を追加

令和4年2回臨時会

令和3年度一般会計補正予算（10号）

令和4年第2回臨時会が1月27日開催され、予算議案1議案を審議し、全会一致で可決しました。

主な補正予算

補正予算1,774万円が増額され、総額25億4,363万円に

〇地域経済活性化等支援事業

要旨 新型コロナウイルス感染症第6波の影響により、村内事業者の事業継続を支援

（支援金1,013万円 国100％）

〇小さな拠点整備事業

要旨 農協跡地の建設が予定されている小さな拠点整備について、計画敷地面積の増加や木材価格

の高騰により761万円を増額
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■
花
の
温
泉
館
に
つ
い
て

【
議
員
】
令
和
３
年
11
月
１
日
か
ら
11
月
８

日
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
花
の

温
泉
館
再
利
用
事
業
者
公
募
に
つ
い
て
、

僅
か
１
週
間
し
か
公
募
せ
ず
、
公
募
の
あ
っ

た
Ａ
社
と
Ｂ
社
の
選
考
を
な
ぜ
執
行
部
だ

け
で
決
定
し
た
の
か
。

ま
た
、
決
定
さ
れ
た
Ａ
社
は
、
大
手
外

国
企
業
に
輸
出
入
貿
易
で
国
内
産
木
材
の

輸
出
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
関
連
の
取
り
扱
い

受
注
、
納
入
を
行
う
会
社
で
あ
る
が
、
な

ぜ
花
の
温
泉
館
再
利
用
を
水
工
場
の
会
社

に
し
た
か
っ
た
の
か
。
村
民
共
有
の
財
産

で
あ
る
池
山
水
源
の
水
を
大
量
に
使
用
す

る
こ
と
は
、
村
の
利
益
に
は
な
ら
な
い
。

事
業
者
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
河
川
の
水

が
汚
染
さ
れ
た
り
、
廃
棄
物
処
理
の
問
題

も
出
て
く
る
と
思
う
が
。

【
議
員
】
村
の
観
光
案
内
板
の
枚
数
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
本
数
は
ど
れ
ぐ
ら

い
あ
り
、
そ
の
掃
除
清
掃
は
誰
が
す

る
の
か
。

【
議
員
】
全
体
的
に
除
草
作
業
は
し
て

い
る
が
、
美
化
作
業
を
し
て
い
る
傾

向
は
な
い
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
汚
れ

て
い
れ
ば
経
済
建
設
課
が
対
応
す
る

と
言
う
が
、
結
構
汚
れ
て
い
る
し
物

理
的
に
対
応
で
き
な
い
。

村
の
進
入
路
と
し
て
一
番
最
初
に

目
に
つ
き
、
ご
み
が
散
ら
か
っ
て
い

た
り
汚
れ
て
い
れ
ば
非
常
に
印
象
が

悪
い
。
小
さ
い
村
な
ら
で
は
と
し
て
、

村
民
の
力
を
借
り
て
、
美
化
作
業
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
特
に
観
光
案
内
板

と
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
限
定
し
て
、
村

で
春
と
秋
に
一
日
ず
つ
で
も
美
化
作

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ー
な
ど
の
形
を

設
定
し
て
、
村
民
に
呼
び
か
け
て
み

て
は
い
か
が
か
。

【
議
員
】
日
程
を
設
定
し
村
の
広
報
で

周
知
し
、
あ
く
ま
で
フ
リ
ー
参
加
で

奇
麗
に
な
っ
て
い
け
ば
、
波
及
効
果

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一般質問Q 温泉館を公募により決定した会社に貸すのか‼

A 今回は、白紙撤回したい
【
村
長
】
花
の
温
泉
館
再
利
用
者
の
公
募
に

つ
い
て
は
、
事
情
を
聴
取
し
な
が
ら
進
め

て
き
た
が
、
こ
と
を
進
め
る
に
は
、
公
募

と
い
う
形
で
や
る
必
要
が
あ
る
。

水
工
場
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
産
山
村

を
議
論
し
て
、
こ
の
方
法
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
も
う
一
つ

の
業
者
に
つ
い
て
は
、
観
光
を
含
め

た
提
案
で
、
方
向
性
が
若
干
違
う
と

い
う
の
を
理
解
し
た
た
め
、
選
択
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
村
の
地
域
住
民
へ
の
説

明
会
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
話
を
い

た
だ
き
、
こ
れ
は
話
す
い
い
機
会
で

あ
り
、
私
自
身
も
そ
う
い
っ
た
立
場

で
皆
さ
ん
方
と
話
を
し
て
、
直
に
話

を
聞
い
た
が
、
水
の
問
題
に
つ
い
て

は
地
域
の
皆
さ
ん
も
非
常
に
熱
い
思

い
を
持
た
れ
て
い
た
。

そ
う
い
っ
た
中
で
話
を
聞
き
、
一

度
立
ち
止
ま
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

た
。公

募
の
期
間
が
短
か
っ
た
と
い
う

指
摘
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
す
る
場
合
に
は
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
含
め
て
検
討
し
て
、
時
間
を
取
り

な
が
ら
、
こ
の
温
泉
館
の
利
用
に
つ

い
て
、
今
後
、
地
域
の
方
々
の
意
見

も
尊
重
し
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
、
今
回
は
白
紙
に

し
た
い
。

こ
の
こ
と
は
私
が
責
任
を
持
っ
て

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
花
の
温
泉
館
再

利
用
を
進
め
る
上
で
、
こ
う
い
っ
た

課
題
が
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す

る
か
少
し
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q 美化作業を村民で行っては‼

A 持続性を持って出来るよう検討したい

【
企
画
振
興
課
長
】
村
内
外
に
設
置
し

て
あ
る
観
光
施
設
の
案
内
板
約
40
カ
所
、

大
型
の
観
光
案
内
板
は
６
ケ
所
設
置
し

て
あ
る
。

地
域
の
方
た
ち
の
除
草
作
業
、
建
設

業
に
委
託
し
て
道
切
り
を
年
２
回
、
ゴ

ル
フ
場
先
の
大
型
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
案

内
板
は
旧
道
路
敷
で
面
積
が
広
い
の
で
、

企
画
振
興
課
で
年
２
回
ほ
ど
実
施
。

【
経
済
建
設
課
長
】
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、

数
が
多
く
て
、
数
字
が
把
握
で
き
て

い
な
い
。

汚
れ
て
視
界
が
悪
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

は
経
済
建
設
課
で
対
応
し
て
い
る
が
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
清
掃
は
行
っ
て
い

な
い
。 城本俊成

議員

井 芳美

議員

【
村
長
】
こ
の
村
は
き
れ
い
だ
な
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
が
あ
っ
て
、
除

草
作
業
を
２
回
し
て
い
る
。

先
ず
は
、
役
場
職
員
が
率
先
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

事
故
等
も
考
慮
し
対
策
を
検
討
し
な

が
ら
日
時
を
き
め
、
村
民
の
力
を
借
り

て
実
施
し
た
い
。

■
観
光
案
内
板
の
下
そ
の
周
辺
の
美
化
作
業
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
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■
副
村
長
の
起
用
に
つ
い
て

【
議
員
】
村
長
は
、
去
る
11
月
に
３
期
目
を
当

選
さ
れ
、
村
民
の
声
を
受
け
止
め
、
商
工
観

光
業
、
農
業
振
興
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営

改
善
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
村
政
の
集
大
成
と

し
て
、
全
力
で
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。今

後
も
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
村
長
一

人
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
の
で
は

と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
阿
蘇
管
内
で
も
、
阿
蘇
市
、
高
森

町
、
南
阿
蘇
村
は
、
副
市
長
等
を
採
用
し
て

い
る
。

産
山
村
で
も
今
年
新
採
職
員
が
６
名
入
っ

た
が
、
定
員
に
は
足
り
て
お
ら
ず
、
一
人
一

人
の
業

務
が
多
く
、
職
員
の
受
皿
、
そ
し

て
村
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
副
村
長
を
起

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

■
教
育
行
政
に
つ
い
て

【
議
員
】
産
山
学
園
に
な
り
、
３
年
が
経
と
う

と
し
て
い
る
。
教
育
長
も
前
任
者
か
ら
引
き

継
が
れ
て
、
今
年
４
月
に
再
任
さ
れ
た
。

昨
年
と
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
様
々
な
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
、

延
期
に
な
り
、
児
童
生
徒
も
か
な
り
落
胆
し

た
の
で
は
な
い
か
。
子
供
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、
先
生
や
保
護
者
も
本
当
に
翻
弄
さ
れ
た

２
年
間
で
あ
っ
た
と
思
う
。

教
育
長
も
、
元
は
教
師
と
い
う
立
場
で
あ
っ

て
、
学
校
と
行
政
の
仕
事
は
違
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

産
山
学
園
の
今
の
状
況
と
就
任
し
て
か
ら

の
総
括
を
聞
く
。

Q 産山村に副村長をおいては‼ A 前向きに検討していきたい

そ
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
や
は
り
大
き

な
人
材
が
必
要
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

副
村
長
の
起
用
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん
な
声

が
あ
る
か
と
思
う
が
、
私
は
今
回
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

学
園
と
共
有
す
る
こ
と
、
全
児
童
生
徒
の
デ
ー

タ
を
登
録
で
き
る
ス
タ
ン
ド
型
の
体
温
計
の

設
置
。

休
校
と
い
う
事
態
に
備
え
て
、
独
自
に
熊

本
県
の
教
育
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
児
童

生
徒
の
一
人
一
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
体
制
の
確
立
。

特
に
意
を
配
し
て
き
た
こ
と
は
、
学
園
と

保
育
園
と
の
密
な
連
携
、
情
報
共
有
の
強
化
、

管
理
職
と
の
情
報
交
換
、
あ
る
い
は
職
員
に

向
け
て
の
講
話
等
で
村
の
施
策
、
産
山
の
教

育
の
あ
り
よ
う
、
村
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

伝
え
、
具
体
的
な
施
策
に
乗
せ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

学
園
に
は
情
報
の
発
信
力
の
強
化
も
要
請

し
、
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、

学
園
の
開
校
以
来
、
飛
躍
的
に
伸
び
て
、
現

在
、
34
万
５
千
件
を
超
え
て
い
る
。

本
来
、
産
山
村
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
阿

蘇
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
と
な
っ
た
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役

員
が
中
心
に
な
っ
て
、
産
山
学
園
の
教
育
の

よ
さ
を
保
護
者
目
線
で
動
画
を
作
成
し
、
冬

休
み
中
に
配
信
を
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
学
校
、
保
育
園
、
そ
し
て
社

会
教
育
の
現
場
で
の
諸
行
事
の
継
続
と
、
そ

れ
か
ら
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
な
た
め
、
し
っ

か
り
と
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

西村直樹

議員

【
村
長
】
私
も
２
期
務
め
る
中
で
、
総
務
課
長

を
は
じ
め
、
職
員
の
頑
張
り
で
何
と
か
８
年

間
や
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
職
員
の
人
数
も
少
な
く
、

人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
課
題
が

山
積
す
る
中
、
そ
の
課
題
を
後
の
将
来
に
引

き
継
い
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

【
教
育
長
】
現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
お
り
、

第
１
波
以
来
、
状
況
判
断
と
対
応
に
苦
慮
し

た
毎
日
で
あ
る
。

放課後児童クラブ オンライン学習
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■
環
境
教
育
の
充
実

【
議
員
】
６
年
後
現
状
で
試
算
す
る
と

産
山
学
園
の
生
徒
数
は
。

【
議
員
】
複
式
学
級
の
編
成
基
準
は
。

【
議
員
】
複
式
学
級
の
編
成
を
行
わ
な

く
て
も
済
む
と
い
う
対
策
が
急
務
と

思
う
。

以
前
提
案
し
た
山
村
留
学
制
度
導

入
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

【
教
育
長
】
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
算

出
す
る
と
、
前
期
課
程
40
名
、
後
期

課
程
31
名
計
71
名
の
児
童
生
徒
数
と

予
測
。

【
議
員
】
少
子
化
対
策
は
待
っ
た
な
し
、
山
村

留
学
制
度
を
含
め
て
、
児
童
生
徒
数
の
確
保

と
い
う
観
点
で
真
剣
に
検
討
を
願
う
。

次
に
不
登
校
、
い
じ
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
問
題
を
、
ど
う
把
握
・
対
策
し
て
い
る
の

か
。

【
議
員
】
不
登
校
、
い
じ
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
し
て
介
護
や
ケ
ア
を
請
け
負
っ
て
苦
し

ん
で
い
る
子
供
た
ち
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
支

援
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。
ど
ん
な
些

細
な
事
象
で
も
受
け
止
め
、
産
山
で
学
ん
で
よ

か
っ
た
と
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
有
意
義
な
学

園
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
居
場
所
づ
く
り
、
学

習
支
援
な
ど
を
含
め
、
い
ち
早
く
対
応
を
す
る

よ
う
に
提
言
す
る
。

■
森
林
林
業
・
木
材
産
業
活
性
化

対
策

【
議
員
】
村
の
具
体
的
な
対
策
は
。

9

【
村
長
】
森
林
の
活
用
方
法
、
災
害
か
ら
村
民

の
命
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
き
ち
ん
と
し

た
管
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 少子化対策の検討を‼

A 体験留学や山村留学の調査研究を行う

【
教
育
長
】
今
後
速
や
か
に
体
験
留
学
の
実
施

と
と
も
に
、
山
村
留
学
制
度
の
導
入
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

井 春夫

議員

【
教
育
長
】
法
律
で
は
、
前
期
課
程
は
、

１
年
生
を
含
む
二
つ
以
上
の
学
年
が

８
名
以
下
・
１
年
生
以
外
の
二
以
上

の
学
年
が
16
名
以
下
、
後
期
課
程
は
、

二
つ
以
上
の
学
年
が
８
名
以
下
と
な

れ
ば
複
式
学
級
の
対
象
と
な
る
。

し
か
し
熊
本
県
の
裁
量
で
二
つ
以

上
の
学
年
で
４
名
以
下
が
複
式
学
級

の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

【
議
員
】
村
内
の
森
林
整
備
は
遅
れ
を
取
っ

て
い
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
な
活

用
方
法
、
小
規
模
林
業
経
営
団
地
の
大
団

地
化
に
よ
る
間
伐
等
を
計
画
的
に
実
施
し
、

新
規
林
業
従
事
者
の
育
成
、
林
業
事
業
体

へ
の
適
切
な
補
助
を
行
い
、
地
域
資
源
と

し
て
の
森
林
整
備
、
防
災
の
観
点
か
ら
山

に
負
担
を
か
け
な
い
自
伐
型
林
業
な
ど
森

林
整
備
を
実
施
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
提
言
す

る
。

【
経
済
建
設
課
長
】
間
伐
材
利
活
用
推
進

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
森
林
環
境
譲

与
税
の
活
用
は
、
昨
年
度
か
ら
森
林
の
意

向
調
査
等
を
実
施
し
、
林
業
経
営
に
適
し

た
森
林
に
つ
い
て
計
画
的
に
施
業
が
で
き

る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

森
林
は
伐
採
だ
け
で
な
く
、
使
っ
て
・

植
え
て
・
育
て
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
大

事
と
考
え
て
お
り
、
取
組
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

学
校
は
、
子
供
た
ち
が
よ
り
よ
い
人
間
関

係
の
在
り
方
を
学
ぶ
大
事
な
場
所
で
、
毎
日

頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
。
子
供
た
ち
が
思
い
っ

き
り
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
大
人
が
し
っ
か

り
と
見
取
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ヤングケアラーとは

家族にケアを要する人がいる場合に、

家事や家族の世話介護、感情面のサポー

トなどを行っている、18歳未満の子ども

を指す。

手伝いの域を超える過度なケアが長期

間続くと、心身に不調をきたしたり遅刻

や欠席が多くなったりして学校生活への

影響も大きく進学・就職を断念するなど

子どもの将来を左右してしまう事例もあ

るとされる。

【
教
育
長
】
11
月
定
例
報
告
で
は
、
い
ず
れ
も

件
数
ゼ
ロ
・
該
当
な
し
。
定
例
報
告
に
限
ら

ず
、
即
時
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
日
常
的
に

学
園
と
情
報
を
共
有
し
、
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
基
本
に
実
態
の
把
握
を

し
て
い
る
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主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

11月4日 議会広報委員研修会（リモート） 産山村 広報委員

11月11日
阿蘇郡市議長会研修会
（滝室トンネル・大蘇ダム）

阿蘇市 議 長

11月19日 例月監査 産山村 監査委員

11月25日 第15回全員協議会 産山村 議員全員

11月29日 定期監査 産山村 監査委員

12月1日 議会運営委員会 産山村 議会運営委員

12月8日～14日 第14回定例会 産山村 議員全員

12月20日 第15回臨時会 産山村 議員全員

12月23日 阿蘇広域行政事務組合定例会 阿蘇市 広域議員

1月8日 産山村消防団出初式 産山村 議長・副議長

1月9日 産山村成人式 産山村 議長・総務文教厚生委員長

1月13日 第1回全員協議会 産山村 議員全員

1月19日
第1回臨時会
阿蘇郡市議長会総会

産山村
阿蘇市

議員全員
議 長

1月24日 例月監査 産山村 監査委員

1月25日 熊本県町村議長会研修（リモート） 産山村 議 長

1月26日 第2回全員協議会 産山村 議員全員

1月27日 第2回臨時会 産山村 議員全員

広報特別委員会
委員長 岩下 徳行 副委員長 井 春夫

委 員 井 芳美 委 員 城本 俊成

発行責任者 議長 西澤 正

編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3

☎０９６７－２５‐２６３５

熊本県阿蘇郡市議長会議長研修

阿蘇郡市議長会研修が滝室トンネル及び大蘇ダムにおいて

行われ、建設省並びに大蘇ダム管理事務所から現在の状況に

ついて説明がされました。

なお、滝室トンネルは、完成に向けて阿蘇市側からと波野
側からトンネル約４.８ｋｍの掘削が行なれており、早期の

完成が待ち望まれます。

新年明けましておめでとうございます。

令和4年の元旦は晴天に恵まれ、良い1年の幕開けとなったのではないで

しょうか。

また、初日の出でご家族の健康と新型コロナの終息をお願いされた方も

たくさんいたのではないでしょうか。

今年も新型コロナと戦いながら、良い一年であるよう議員一同頑張りま

すのでよろしくお願い申し上げます。

編集後記

写真は、トンネル内視察状況

令和4年元旦


